
ふくしま新ステージ
有 識 者 懇 談 会

日時：令和元年8月22日 木曜日 午後1時30分～午後4時

場所：福島市役所 4階 庁議室兼防災対策室

【第２回】
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（１） 第１回懇談会の振り返り 【総合計画の構成】

【総合計画の構成】

福
島
市
総
合
計
画

（
計
画
期
間
５
年

）

第6次福島市総合計画の構成と推進体制

【推進体制】

政策の方向性

【基本方針】

重点施策
将来構想や基本方針を
実現するための基本施策

施策

【分野ごとの各施策】

Yu-Me

(ゆめ)

会議

有識者

懇談会

市
長

策
定
委
員
会

分野ごとの個別計画【各課】

目指すべき将来のまちの姿

【将来構想】
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１
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）

新しい実行プラン

ま
ち
づ
く
り
基
本
ビ
ジ
ョ
ン

10年先の福島市の将来

を見据えたまちづくりの

グランドデザイン
（基本ビジョンの計画期間

（５年）に囚われない）

市
議
会
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（１） 第１回懇談会の振り返り 【将来構想のポイント】

4

将来に向けてどのような

まちを目指すべきか

～ふくしま新ステージ有識者懇談会～

大所高所の幅広い視点で議論

東日本大震災から9年目、除染は終了

ｂｕｔ 復興はまだ道半ば
少子高齢化、人口減少の進行 など課題は山積

復興のシンボル
世界的なまち

県都にふさわしい
広域的な拠点

福島らしさ

誰にでもやさしいまち
（共生社会）

福島圏域・
県全体の牽引役

県内の復興・
創生を牽引

オールふくしま

効率的で質の高い
行政経営

中核市移行、オリンピック・パラリンピックの開催、

東北中央自動車道開通、福島駅東口周辺再開発、

古関裕而氏をモデルとしたNHK連続テレビ小説

「エール」放映決定 など新ステージに向けた舞台が整う

現 状



（１） 第１回懇談会の振り返り

～懇談会時の主なご意見～

・現在の総合計画の進捗状況を確認し、これら踏まえて
新しい総合計画の議論に繋げたい。

・総合計画（施策）の裏付けとなる将来の財政見通しの
状況を把握する必要がある。

・総合計画は総花的な内容になりがちだが、重点項目、
優先順位等を意識して議論することが必要である。
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（１） 第１回懇談会の振り返り

～レポート「将来に向けてどのようなまちを目指すべきか」～

【岡野誠委員】

・少子化対策：乳幼児保育の充実、教育の低償化

・高齢化対策：未病化対策、独居老人対策、空き家対策

・効率ある都市の運営：労働人口の減少による税収減少、
公共サービスの縮小化、限界地域の拡大等への市民理解

・健やかな生活のための適切な自己管理、医療費の抑制。

6



（１） 第１回懇談会の振り返り

【菅野廣男委員】

・復興の道半ばである現状において、重要となるのは、
「安心、安全なまちづくり」。

・今後の基本的な目標として、
環境を取り戻す、防災施設の充実拡充、風評被害の払拭。

・具体的には、少子高齢化・人口減少社会を踏まえ、
公共施設の戦略的再編整備の推進、教育施設の活用、
地域社会における高齢者の生きがい、農業後継者の育成、
企業内保育所の拡充、花観光（花回廊）の充実、
福島のトピックを活用した情報発信とイメージアップ等を
図る。
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（１） 第１回懇談会の振り返り

【高橋満彦委員】

・幅広い世代の人々が集まる駅周辺の一体的整備と機能集約。

・市内の各地域にある特性を強調した、地域の「顔」づくり。

【高谷理恵子委員】

・母親同士が安心してつながり合える居場所づくり。

・自家用自動車交通に依存した都市構造からの転換。

【三宅祐子委員】

・高齢者の運転免許証返納後の生活（移動）支援。

・若い人もお年寄りも楽しく触れ合える風格あるふくしま
を目指す。
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（２） 福島市の現状

①現行総合計画の進捗状況

現行総合計画（後期基本計画）に掲載している目指す姿や
施策が、どの程度進んだかを示す８７指標（重複を含む）に
ついて、平成３０年度末時点の進捗状況をお示しします。

※詳細は「資料１」参照。

◆進捗状況の評価方法

現行総合計画の３年経過（５年計画中）時点の進捗状況
であるため、６０％以上の進捗率を概ね着実に進められて
いる「Ａ評価」とし、以下、２０％刻みで４段階評価とし
ました。
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（２） 福島市の現状

①現行総合計画の進捗状況

◆進捗状況の全体像
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評価 （進捗率） 指標数

Ａ （60％以上） ２９

Ｂ （60％未満40％以上） ７

Ｃ （40％未満20％以上） １３

Ｄ （20％未満） ３８

合計 ８７



①現行総合計画の進捗状況

◆分野別の指標数及び主な指標名

分野別 指標数 主な指標名

１８
避難者帰還人数、救急救命士の人数、喫煙者の減少、
避難所誘導標識等設置率 ｅｔｃ

１１
女性の育児休業取得率、保育所施設の定員数、
子宮がん検診を受診する人の割合の増加 ｅｔｃ

１３
学力検査における児童生徒の平均偏差値、
避難行動要支援者地域支援者選定率 ｅｔｃ

２９
新規就農者数、観光客入込数、
中心市街地の歩行者・自転車通行量 ｅｔｃ

１６ エネルギー自給率、リサイクル率 ｅｔｃ

（２） 福島市の現状
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1 いのちを大切に
するまち

2 女性が活躍
できるまち

3 こどもと高齢者を
大切にするまち

4 活力あふれるまち

5 「次世代の環境」
の住みよいまち



（２） 福島市の現状

①現行総合計画の進捗状況

◆分野別の進捗状況の割合
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1 いのちを大切に
するまち

2 女性が活躍
できるまち

3 こどもと高齢者を
大切にするまち

4 活力あふれるまち

5 「次世代の環境」
の住みよいまち



（２） 福島市の現状

①現行総合計画の進捗状況

◆進捗状況に対する本市としての主な考え方

・「1 いのちを大切にするまち」は、Ａ評価が過半数を超えており、概ね順調
に進捗している。

・「2 女性が活躍できるまち」、「4 活力あふれるまち」は、Ｄ評価が過半数
を超えており、今後、事務事業の見直しや改善を図り、施策を展開する必要
がある。

・「3 こどもと高齢者を大切にするまち」、「5 「次世代の環境」の住みよい
まち」についても、Ｃ及びＤ評価の割合が高く、今後、事務事業の見直しや
改善を図り、施策を展開する必要がある。

・新しい総合計画の策定にあたっては、施策がどの程度進んだか、より分かり
やすく示せるよう、成果指標そのものの見直しや、新たな成果指標の導入を
検討する必要がある。

・令和元年度より、施策評価（4段階評価）を実施し、その中で進捗状況に遅れ
が見られる施策（指標）については、福島市行政改革推進委員会による外部
評価を受け、各担当部において評価が低くなっている要因を踏まえて、今後
の取り組み方針を定めることとしている。
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（２） 福島市の現状

②福島市の人口推計
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2040年

出典：福島市人口ビジョン（2015年から2040年まで 国立社会保障・人口問題研究所推計手法に準拠し行った推計）

2019年4月

281,791

164,222

85,729

31,840

●年少人口 ：0～14歳
●生産年齢人口：15～64歳
●老年人口 ：65歳以上



（２） 福島市の現状

③社会指標分析

県内同規模・東北県庁所在地と比較した各種統計資料を
お示しします。

※詳細は「資料３」参照。

◆分析方法

分析にあたっては、本市が比較対象の自治体と比べて、
どの程度の差があるか、偏差値を用いて判定しました。

偏差については、平均値を５０として、
👉 ６０以上の場合は「◎」
👉 ５０以上の場合は「○」
👉 ４９以下の場合は「△」
👉 ３９以下の場合は「×」 と判定しています。
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（２） 福島市の現状

③社会指標分析

◆比較対象の自治体

【県内同規模・東北県庁所在地（政令指定都市の仙台市除く）】
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自治体名

1 福島市

2 郡山市

3 いわき市

4 青森市

5 盛岡市

6 秋田市

7 山形市



（２） 福島市の現状

③社会指標分析

【県内同規模・東北県庁所在地との比較】
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№ 判定が◎、○の主な社会指標

32 完全失業率

36 高齢者就業率

60 市民1000人あたり観光客入込数

61
62

平均寿命（男・女）

67 市民1000人あたり医師数

№ 判定が△、×の主な社会指標

30 市民1000人あたり転出者数

76 保育所入所待機児童数

153 市民1人あたりごみ収集量（排出量）

154 ごみリサイクル率

170 水道料金



（３） 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議の活動状況

①第１回 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議

福島市の未来を語る１１３人！

②第２回 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議

福島市の今を語ろう！福島市の強みは？弱みは？

③第３回 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議

まちづくりを体験！学びと気づきを通して未来を語る

👉限られた財源や社会情勢の中で事業の選択や優先順位を
考える、まちづくりシミュレーションゲームを体験
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【総合計画Yu-Me（ゆめ）会議（第１回）】

≫未来の福島市がまわりからとてもうらやましがられているとしたら、どのよう

なまちやくらしになっているでしょうか？ ※上位を抜粋

19

項目 件数 キーワード例

①人・コミュニティ ７０
市民の一体感、若者と年配者の交流、
皆が支え合える世代間

②生活・暮らし ５７
住みやすい、生き生きと過ごせる社会、
食べ物が美味しい、公共交通機関の充実

③地域活性化 ３８
資源を有効活用、街中活性化、
チャレンジできる街

④産業・観光 ３０ 働きやすい注目させる職種、観光客の誘致

⑤情報発信・ＰＲ ２７ ＳＮＳ活用、発信力ＵＰ

（３） 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議の活動状況



【総合計画Yu-Me（ゆめ）会議（第２回）】

≫福島市のもっと伸ばしたい「いいない（いいところ・資源）」、ぜひ解決し

たい「うまぐねぇ（わるいところ・課題）」は何ですか？ ※上位を抜粋
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項目 件数 キーワード例

伸
ば
し
た
い

い
い
な
い

くだもの・農産物 ２９ 果物、野菜、お米

温泉 ２７ 温泉地の活性化

自然 ２５ 自然の豊かさ、花見山

項目 件数 キーワード例

解
決
し
た
い

う
ま
ぐ
ね
ぇ

情報発信・ＰＲ ２６ ＰＲ不足、アピール不足

地域の活性化 １９ 街に活気、商業施設の充実

ごみ １３ ごみ減量、ごみの分別

公共交通 １３ 公共交通機関が不便、車がない方
(お年寄り等)に優しい公共交通

（３） 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議の活動状況



【総合計画Yu-Me（ゆめ）会議（第３回）】

≫あなたが、これからの福島市にとって、一番大切にしたいことは何ですか？

※上位を抜粋
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（３） 総合計画Yu-Me（ゆめ）会議の活動状況

項目 件数 キーワード例

①人・世代・ｺﾐｭﾆﾃｨ ５２
ひとと人のつながりを大切にする事、
各世代が暮らしやすい町

②まちづくり ２５
人と社会が調和していて楽しいと思える市に
なっている

③暮らし １９
全世代が住みやすいまちであること、
住んでいる人が満足のいく街

④安全安心 １５
安心して住むことができる町、全ての世代の
人（外国人含む）が安心して暮らせるまち

⑤地域活性化 １５
若い人達の声が聞こえる活気、
人口を増やしていき活気がある街にしていく

⑥地元愛・愛着 ６
住民が地元を自分事にする、住んでいる人が
まちに愛着を持ち暮らしていけるまちづくり



（４） 「将来構想」及び「基本方針」

将来構想については、１０年先を見据えた福島市の目指す

べき将来のまちの姿となるもの。
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～将来構想について～

～基本方針について～

基本方針については、「将来構想」を実現していくための

政策の方向性として、まちづくり基本ビジョンの計画期間で

ある５年間の基本的な考え方となるもの。



（４） 「将来構想」及び「基本方針」

【本市として考える将来構想の視点】

県都にふさわしい広域的な拠点、福島圏域・県全体の牽引役、復興のシンボル・

世界的なまち、県内の復興・創生を牽引、福島らしさ、オールふくしま、

誰にでもやさしいまち、効率的で質の高い行政運営

【市民アンケート調査結果】 ※上位を抜粋

≫福島市に暮らす魅力

①自然の豊かさ、②豊富な農産物、③温かい市民性

≫将来の目指すまち

①子どもを産み・育てやすい、子育てサポートが充実したまち

②健康づくりや福祉が充実した、高齢者や障がい者など誰もが暮らしやすいまち

③防災・防犯対策が充実した、安全で安心して暮らせるまち

④緑が豊かな山やきれいな川を大切にし、自然と共生できるまち

⑤各種産業（農業、商業、工業など）が盛んで、地域経済が活性化するまち
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～「将来構想」及び「基本方針」の議論にあたって～



（４） 「将来構想」及び「基本方針」
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～議論～
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※第3回懇談会は

と き 11月14日(木) 午後2時～

ところ 福島市役所 4階 庁議室
での開催を予定しています。

※本日の懇談会の内容を踏まえ、委員の皆様から

ご意見を頂戴したいと存じます。

大変恐縮ですが、9月30日(月)までに事務局あて

ご意見をお寄せください。

～ 事 務 連 絡 ～


